
 

 

  連絡先：白井市根 1808-6  TEL：090-4429-9100  MAIL：odagawa.mirai@gmail.com   

昨年 11月 17 日から 26日間、2018（平成 30）年第４回定例議会が開催され、29議案と２件の

陳情審査が行われました。小田川あつ子の一般質問と「ここに注目！」をご報告します。 

 

小田川あつ子 検索 

ホームページ 

教育勅語を学校で扱わないで！ 
国へ撤回を求める市民の声に賛成、議会は否決 

教育勅語には、「国が非常事態に直面すれば、命を落として皇室を守りなさい」と

いう言葉があります。その道徳観念には、軍国主義を成立させた精神論が含まれてい

ることを忘れてはいけないと思います。一昨年、当時の文科大臣は「今の道徳などに

使えるという意味では、普遍性をもっている部分がある」と、副読本としての使用を

容認する発言をしました。その運用は学校現場に委ねられていますが、実際には管理

責任があいまいな状態です。地域や学校、教育者により指導の偏りはでないのでしょ

うか。戦前回帰を恐れ発言の撤回を求める陳情に、私は賛成しました。 

■賛成：市民の声/福井･小田川 市民自治ネットワーク/竹内･永瀬･柴田･影山 共産党/中川 

 

 

避難生活のなかで、高齢者や障がい者、妊産婦、乳幼児、在宅難病患者など、特

別な配慮が必要な「要配慮者」向けの施設が福祉避難所です。いざという時に機能

しなければ困ります。白井市は整備が遅れており、スピーディーな対応が必要です。 

 

小田川あつ子のプロフィール 
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陳情 

福祉避難所の備蓄品が足りない！ 

介護用品、食べやすさに配慮した食料等避難生活に必要な

物資の配備が遅れています。備蓄品の充実を要望しました。 
  

避難所としての教室はすぐに使えない 

今年夏から普通教室にエアコンが設置されますが、避難所

として普通教室を使うには学校長の許可が必要です。その要

請は市が行いますが、速やかな開放が必要です。非常事態だ

からこそ、避難所での過ごしやすさが大切になってきます。 

福祉避難所が足りない！ 

避難行動支援者の把握も遅れている 

市内の福祉避難所で受け入れ可能な人数は最大 530 人、

それに対し避難行動支援者＊注の登録数は約 7,900 人。妊産

婦、乳幼児等加えると圧倒的に福祉避難所が足りません。協

定先を医療施設も含めて広域的に増やし、登録が進まない避

難行動支援者の実態把握に努めることを要望しました。 
 

福祉避難所開設までに時間がかかる！ 

福祉避難所は、必要と判断された場合に開設されます。

この事実は知らない方の方が圧倒的に多く、熊本地震の時、

福祉避難所へ人が殺到し混乱が起きました。必要と判断さ

れても、支援者や移送手段の確保等受け入れ態勢が整わな

いと開設できません。市民に向けた正しい情報提供と周知、

速やかに開設するための体制づくりを要望しました。 
  -------------------------------------------------------------------------------------- 

＊注
「高齢者、要介護認定者、重度の障がい者、難病患者など単独で避難す 

ることが難しく、特に支援を要する方」で自己申告制。名簿作成は義務化、

そして、避難支援の個別計画作成を国は勧めています。 

高齢化の進展に伴い、避難者の半数以上が要配慮者に 

なる未来では、福祉避難所はいくつあればいいのか。

災害に見舞われた市町では、経験から要配慮者も共に生活でき

る避難所へシフトしていく動きが出ています。国は学校の教室

等「福祉避難室」の確保を呼びかけています。福祉サービス受

給のための計画書を「災害後の生活支援」に役立てる手法もあ

ります。地域の避難所をユニバーサル化し、誰もが身を寄せら

れるインクルーシブな避難所にすることを提言しました。 

 

提言 

問題点４ 

問題点２ 

問題点１ 
問題点３ 

もうひとつの質

問「教育と福祉の

連携」はHP を見

てください！ 


